
患者さんが安心して過ごし、

心身ともに回復できる環境を整えること。

その患者さんをケアする職員もまた、

快適に働ける環境に身を置くこと。

この二つがかなうことで

ケアの質がより高まっていくのではないか。

私たちはそう考え、

院内の改修工事を行いました。
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執務室

テラス 職員休憩室

職員食堂

壁一面のガラス越しに眺望が広がる、光あふれるホール。患者さんやご家族はもち

ろん、病院職員も集う空間です。車椅子にもゆとりある設計で、食事、リハビリテー

ション、趣味、休憩など思い思いに過ごすことができます。「病室にいるより、あ

の場所に行きたい」と自然に足を運びたくなる場所になることを願っています。

患者食堂・談話ホール（3階）

病棟の通路沿いに新設されたコーナー。中庭からの自然光が差し込む開放感と、

自分らしく過ごせるほどよいプライベート感を両立。歩行訓練時の小休憩、ご家

族との談話、読書、食事など、多目的にご利用いただけます。

食堂・談話室 （2・4階）

回復期リハビリテーション病棟 看護師
阿部 みゆき

食事時間に限らず、自然と人が集う空間として

活動拠点となることに期待！ 患者さんの離床

をすすめ、人と関わる機会の拡充に努めます。

回復期リハビリテーション病棟 係長 
理学療法士
福原 康治

ホテルライクな空間や整った環

境で仕事の緊張感をリセットで

きることが、集中力やケアの質

の維持につながっています。

2階 地域包括ケア病棟
3階 回復期リハビリテーション病棟
4階 障害者施設等一般病棟

部門の壁を越えた日常的な連携と、効率的な職場

環境を実現するために、職員エリアも刷新しまし

た。医療専門職や事務職員など多職種が同じフロ

アで執務し、働き方の垣根を越えて、自然に対話

が生まれるような空間としています。休憩室やテ

ラス、食堂等は休息の質を高める落ち着いた空間

へリニューアル。快適で機能的な環境が、患者さん

へのケアの質向上に寄与するよう設計しています。

職員エリア

年明けましておめでとうございます。

当院は「じぶんを生きる を みんなのものに」をミッションに、地域密着型多機能病院として急性期

から慢性期医療まで取り組み、リハビリテーションの充実に努めております。令和7年には病院の大幅改

装を行い、3階食堂の拡張や、テラスも改築し、居心地のよい空間に整えました。また、5階執務室を扉の

ないオープンな空間とし、職員が垣根なく交流できるような環境にいたしました。あわせて休憩室や職員

食堂も改装し、職員の福利厚生の充実を図っています。

本年も地域のみなさまに信頼される病院を目指してまいりますので、ご支援のほどよろしくお願いします。
院長 大串 文隆

Ogushi Fumitaka

新

職員の声

職員の声

博愛記念病院の一部を改修しました！

ゆったりとした光あふれるホール

多目的に使える談話
室



災害用常備ペースト食を
普段の献立にも取り入れ備えています。

グループ内の各病院の看護師長
が集まり、研修を行いました。

博愛記念病院
公式SNS
病院の情報発信中！
ぜひご覧ください！

LINE TikTokInstagram

はくあいで働くひと

Webサイト

　088-669-2166
   088-669-3362
　info@hakuaihp.jp

徳島県徳島市勝占町惣田9

笑顔の退院を見ることが
何よりのやりがい！

グループの取り組みに
ついてはこちらからHMW

あなたの仕事内容を教えてください
病棟の稼働状況を把握し、60床満床で安全に運用でき
るよう、スタッフ配置や多職種でスムーズに業務が回
るように努めています。

この仕事のやりがいは何ですか
自宅へ帰るために訓練する様子を見てきた患者さんが、
さまざまな支援により笑顔で退院される時、チーム医
療のやりがいを感じます。

今後の目標を教えてください
「病院だからできない」と決めつけず、改修後の食堂も活
用し、アットホームな笑顔あふれる病棟にすることです。

第22回徳島県作業療法学会で発表を行いました。 当院が主催の一員となり「ケアと医療と暮らしの輪」
vol.01を行いました！

看  護 栄  養

リハビリ イベント

回復期リハビリテーション病棟
看護師長

川真田 めぐみ
Kawamata Megumi 

イベントレポート
はこちら！

ローリング
ストック


